
 平成27年もまもなく終わろうとしています。今年1年間、本校の教育活動にご理解ご協力いただきありがとうございました。 
おかげさまで10周年関連行事も無事終了し、安心しています。平成28年もこれまで同様暖かいご支援をよろしくお願いしま
す。 

＜冬休み前生徒集会＞ 
 本校は前期後期制をとっているので冬休み前は「終業式」がありません。その代わりに全校生徒による「生
徒集会」があります。冒頭、生徒会長が【冬休みの心構え】として、「健康に気をつけ、生活のリズムを崩さず、
1月7日には元気に登校できるようにしましょう！」と訴えていました。私もその後話をしたのですが、「生
徒会長が立派な挨拶をしてくれたのですごくよかった。あの言葉通り皆さん頑張ってください。」と話し、内
容がかぶらない話をしました。 
 以下、私の話の要約です。 
【今日12月22日は冬至。1年で夜の長さがもっとも長くなる日です。昔の方はこの冬至の日をこれから本格
的な寒い時期を健康で過ごすために、かぼちゃを食べました。皆さんのおうちで朝ご飯、お弁当の中でかぼ
ちゃが入っていましたか。かぼちゃはビタミン・鉄分・カルシウムがバランスよく含まれ、風邪の予防と冷え
性の改善にいいのです。バランスのいいものをしっかり食べて、厳しい季節を乗り切ろうとしたのです。もし、 
       家でお風呂に「ゆず」が浮いていたら、今度教えてください。 
       「ゆず」の皮にはビタミンＣが豊富に含まれ、血行促進とお肌が 
       きれいになるのです。こういった昔の人の知恵をしっかり覚えて 
       おいてください。】 
        生徒指導主事からも薬物乱用防止の講話もありました。生徒 
       たちはみな真剣に聞いていました。 
 
 
 
                   
                   
 
 
 
 
 

＜子どもの人権についての教員研修＞ 
 昨年度府立支援学校で体罰の問題があり、教育委員会は事態を重く見て全府立支援学校に「子どもの人権に
ついての研修を今年度3回実施」という指示を出しました。本校でも12月22日(火)に3回目の研修がありまし
た。人権教育推進委員会の教員たちが中心に、体罰につながる可能性のある事例をいくつか用意し、その事例
について全教員が５～６人のグループに分かれて議論し、その内容を発表する方法で行いました。指導・助言
者として大阪府教育センター人権教育研究室長の高松一仁様をお迎えしました。 
 一斉講義形式ではなくグループ協議なので、経験の少ない若手教員も積極的に発言し、共通理解を深めまし
た。２時間以上に及ぶ長い研修でしたが、教員たちは本当に前向きに、熱心に議論していました。力で押さえ
込む指導ではなく、生徒の特性を十分踏まえ、どのように指導することが本人に一番プラスになるのかという
観点で丁寧な指導をする必要があることを改めて理解しました。高松室長からも「生徒たちの個性特性をしっ
かり授業の担当者で事前に情報共有をして、チームティーチングの教員の意思疎通が大切だ。」とのアドバイ
スをいただきました。今後とも「体罰は子どもの人権を踏みにじるもので決して許されるものではない」というこ
とを肝に銘じて教育活動に取り組んでいきます。 
 
 
 
 

タイトルは、校歌の２番の一節 ♪たまがわの風にのせて伝えよう♪ から引用しました。 

  

平成27年12月25日 校長室発 

海老原生徒指導主事の講話 

模造紙に付箋を貼っていく グループで真剣に討議 


